
整理
Ｎｏ． 担当部局 担当課 基本目標

基本目標・
施策の方向

こども計画
掲載ページ 重点事業名 事業概要

　ライフステージ別
　①こどもの誕生前～幼児期
　②学童期・思春期
　③青年期

計画期間中の
実施目標

Ｒ７年度末目標
に対する評価

Ｒ７年度事業の
実施状況等

1
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（１）こどもの健
康づくり支援

99
〇乳幼児期の健康
診査事業

●１か月児、５歳児の健康診査の実施 ① 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

１か月児健診受診者４３３人
５歳児健診受診者５６１人

2
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（１）こどもの健
康づくり支援

99
●プレコンセプション
ケアの推進

〇男女を問わず、性や妊娠、出産等に
関するプレコンセプションケアの目的・内
容を広く周知し、健康支援を総合的に推
進

②③ 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

ホームページ等によりプレコンセプションケアの概
念について周知した。各担当課と連携し、プレコン
セプションケアの要素を取り入れた講義を行った。

3
健康福祉
部

健康推進課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（１）こどもの健
康づくり支援

99
●プレコンセプション
ケアの推進

〇男女を問わず、性や妊娠、出産等に
関するプレコンセプションケアの目的・内
容を広く周知し、健康支援を総合的に推
進

②③ 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

高校生に対して、睡眠や栄養バランスの重要性を
啓発した。産婦に対して健康管理や心の健康づく
りについて教室を開催した。

4
こども未来
部

保育幼稚園
課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（２）心身を健や
かに育む環境の充
実

99

〇幼児を安心して、
かつ、質の高い環境
で育てるための環境
整備の推進

〇京田辺市立幼稚園・保育所再編整備
計画に基づく認定こども園等の整備
〇保育等手続における　WEB　申請・予
約、キャッシュレス対応等のICT化の推
進

① 実施
Ｃ（内容の見直しが必
要）

第２期幼稚園・保育所再編整備計画を制定した
が、一部予定どおりに進まず、事業時期の見直し
が必要となった。
保育手続による、一部オンライン手続化、案内オ
ンライン化をすすめた。

5
こども未来
部

こども未来
政策推進室

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（２）心身を健や
かに育む環境の充
実

99
●親の就業状況にか
かわらない支援の充
実

〇「こども誰でも通園制度」 ① 実施
Ｆ（次年度以降に実施
予定）

令和８年度以降の事業実施に向けて準備をすす
めた。

6
こども未来
部

保育幼稚園
課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（２）心身を健や
かに育む環境の充
実

99
●親の就業状況にか
かわらない支援の充
実

〇「こども誰でも通園制度」 ① 実施
Ｆ（次年度以降に実施
予定）

令和８年度以降の事業実施に向けて準備をすす
めた。

7
こども未来
部

保育幼稚園
課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（２）心身を健や
かに育む環境の充
実

99
●幼稚園での弁当給
食運営事業

〇幼稚園での弁当給食の実施 ① 全市での実施
Ａ（十分効果的に実
施）

市立幼稚園全園（６園）で４月から開始。

8
経済環境
部

産業振興課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（２）心身を健や
かに育む環境の充
実

99
〇シゴトミライプロ
ジェクト事業の推進

〇シゴトニア☆京田辺の開催
〇椿本チェイン夏休み親子工場見学
〇田辺高校連携事業
〇企業の魅力発見事業　など

②③ 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

〇シゴトニア☆京田辺
１１月２日に同志社大学クローバー祭内で開催（１
５市内企業出展）し、２，１０９名の来場があった。
〇椿本チェイン夏休み親子工場見学
８月６日・７日に株式会社椿本チエイン京田辺工
場が実施し、延べ９４名が参加。なお、京田辺市は
本事業を協賛している。
〇田辺高校連携事業
企業交流会など１０事業を実施。延べ１８１名の生
徒の参加と５２企業の協力があった。
〇企業の魅力発見事業
参加申込み過小のため事業中止とした。

京田辺市こども計画重点事業実績調査票（第４章）
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9
こども未来
部

こども未来
政策推進室

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（３）こどもの権
利擁護の推進

99
〇こども基本法やこ
どもの権利条約に関
する普及啓発

〇「こどもまんなか児童福祉週間」の実
施
〇こども・若者が権利の主体であること
の周知

①②③
イベント時やホーム

ページでの啓発
Ｂ（概ね効果的に実
施）

令和７年３月に策定した「こども計画」を各機関等
に配布・配架し、こども・若者が権利の主体である
ことを周知した。

10
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（３）こどもの権
利擁護の推進

99
〇こども基本法やこ
どもの権利条約に関
する普及啓発

〇「こどもまんなか児童福祉週間」の実
施
〇こども・若者が権利の主体であること
の周知

①②③
イベント時やホーム

ページでの啓発
Ｂ（概ね効果的に実
施）

こどもまんなか児童福祉週間にこども向けイベント
を実施し、メインイベントとしてタナクロフェスタを開
催することで、こども・若者が権利の主体であるこ
とを周知した。

11
企画政策
部

秘書広報課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（３）こどもの権
利擁護の推進

99
●広報紙（ほっと京
たなべ）“市民記者に
よる連載記事掲載”

〇こども・若者を含む市民による記事掲
載

②③ 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

広報紙６～１０月号に学生記者による記事を連載

12
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（４）こどもの虐
待防止対策の充実

99
〇こども家庭セン
ターの体制強化

〇虐待の予防的対応を行うとともに、各
家庭に応じた切れ目ない支援を提供

①②③ 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

児童虐待相談４３３件
児童虐待以外の相談１８０件
その他の相談２１件

13
健康福祉
部

社会福祉課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（５）こどもの貧
困対策

99
〇こども生活・学習支
援事業

〇低所得の子育て世帯やひとり親家庭
で学習環境が整えにくいこどもを対象
に、こども生活・学習支援事業を実施

② ２か所で継続実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

２箇所で実施した。
民間塾と同志社大学と連携し学生ボランティア講師によ
る教室を開講し、それぞれ特色を生かした運営を行っ
た。
利用人数 ６３人

14
健康福祉
部

健康福祉政
策推進室

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（６）多様な学び
が実現できる居場
所づくり

99
●大住児童館リ
ニューアル

〇年齢による切れ目なく、乳幼児から青
年期までのこども・若者が安心して過ご
せる場所の提供

①②③
リニューアルの完成と

交流事業の実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

・大住ふれあいセンターの整備の周知及び基本構
想についての市民説明会実施のため、ミニ夏祭り
を開催
・大住ふれあいセンター基本設計・実施設計の実
施
・大住ふれあいセンターの設置及び管理運営に関
する条例の制定

15
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅰ　こど
もが笑顔にあふ
れ、健やかに育つ
環境づくり

Ⅰ（６）多様な学び
が実現できる居場
所づくり

99
●大住児童館リ
ニューアル

〇年齢による切れ目なく、乳幼児から青
年期までのこども・若者が安心して過ご
せる場所の提供

①②③
リニューアルの完成と

交流事業の実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

大住ふれあいセンターのリニューアルに際し、こど
も・若者が安心して過ごせる場所となるような運営
仕様を検討した。
大住ふれあいセンターが児童館機能を継承する
ため、令和８年３月３１日付けで大住児童館を廃
止とした。

16
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅱ　こど
もを生み育てる喜
びが実感できる環
境づくり

Ⅱ（１）親の健康づ
くり支援

116
〇妊婦・周産期の母
子保健事業（産後ケ
ア事業）

〇出産後、心身のケア等が必要な場合
に医療機関での宿泊、助産師の家庭訪
問による保健指導等を行い安心して子
育てができるよう支援

① 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

産後ケア事業延利用者１７８人

17
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅱ　こど
もを生み育てる喜
びが実感できる環
境づくり

Ⅱ（２）子育てに係
る意識の啓発及び
情報提供の充実

116
〇情報発信強化事
業

〇広報紙における子育て関係記事の集
約と市ホームページにおける子育て特
設ページの開設
〇SNSを活用した情報発信の強化
〇子育て応援ガイドブックの発行

① 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

広報紙や市ホームページで子育て情報を集約し
て掲載した。
令和７年１０月に市公式子育て応援インスタグラム
アカウントを開設し、情報発信の強化を図り、SNS
において最新の情報が提供できるよう、随時、情
報更新に務めた。

18
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅱ　こど
もを生み育てる喜
びが実感できる環
境づくり

Ⅱ（２）子育てに係
る意識の啓発及び
情報提供の充実

116

〇子育てに係る情報
提供体制の充実（ベ
ビープログラムの実
施）

〇ベビープログラム（ＢＰ１：初めての赤
ちゃんと母親、ＢＰ２：２人目以降のきょう
だいと母親が参加するプログラム）の実
施

① 実施
Ａ（十分効果的に実
施）

BP１プログラムを年間４回実施。延参加者４５組。
BP２プログラムは地域子育て支援センターにより
１回実施。延参加者１２組。
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19
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅱ　こど
もを生み育てる喜
びが実感できる環
境づくり

Ⅱ（２）子育てに係
る意識の啓発及び
情報提供の充実

116
〇児童館、子育て支
援拠点における相談
事業

〇地域子育て相談機関として位置づ
け、こども家庭センターとの連携強化

①② 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

令和７年４月から、地域子育て相談機関「こどもと
家族の相談室」を市内１０箇所に開設。延べ相談
件数６１４件。

20
こども未来
部

保育幼稚園
課

基本目標Ⅱ　こど
もを生み育てる喜
びが実感できる環
境づくり

Ⅱ（３）仕事と子育
ての両立支援

116 〇待機児童ゼロ事業
〇年度当初で保育所（園）・こども園等
への入所希望者全員の受入れ

①
年度当初での入所希
望者全員の受入れ

Ａ（十分効果的に実
施）

年間　１８，３８０人
待機児童ゼロ（４月１日現在）

21 教育部 社会教育課

基本目標Ⅱ　こど
もを生み育てる喜
びが実感できる環
境づくり

Ⅱ（３）仕事と子育
ての両立支援

116
〇留守家庭児童会
の充実

〇入会希望者のニーズに対応するため
の施設整備や民間委託等
〇平日の放課後、土曜日のほか、夏休
み期間中などの入会希望者の増加への
対応

② 実施
Ｂ（概ね効果的に実
施）

入会希望者のニーズに対応するために１児童会
で民間委託を開始し、４児童会の民間委託事業者
を決定した。
夏休み・冬休み期間中の入会募集を行った。

22
こども未来
部

子育て支援
課

基本目標Ⅱ　こど
もを生み育てる喜
びが実感できる環
境づくり

Ⅱ（４）特別な配慮
が必要な子育て家
庭への支援の充実

116
〇児童虐待の未然
防止（家庭支援事業
の推進）

●子育て世帯訪問支援事業
●児童育成支援拠点事業
●親子関係形成支援事業

①② 実施
Ａ（十分効果的に実
施）

子育て世帯訪問支援事業は令和８年４月開始。
児童育成支援拠点事業は令和１１年までに実施
予定。
親子関係形成支援事業として、子育て講座等に計
９２名が参加。

23
健康福祉
部

高齢者支援
課

基本目標Ⅲ　こど
もが安心して暮ら
し、育つことができ
る環境づくり

Ⅲ（１）地域におけ
る子育て支援の推
進

126
〇高齢者いきいきポ
イント事業

〇高齢者いきいきポイント事業に登録さ
れているボランティアを、依頼により保
育所等のこども関連施設に派遣するも
の

①② 派遣先数の増加
Ｂ（概ね効果的に実
施）

登録事前講習会を３回開催し、新規登録者を１５
人増やすことができた。
登録者３５３人

24 建設部 公園緑地課

基本目標Ⅲ　こど
もが安心して暮ら
し、育つことができ
る環境づくり

Ⅲ（２）子どもと子
育て家庭にやさし
いまちづくり

126
〇公園・街路樹のリ・
デザイン

〇緑の基本計画等に基づき、利活用さ
れていない街区公園や老朽化・大木化
している街路樹について、地域住民・こ
どもや子育て当事者の目線にたち、地
域にふさわしい街区公園や街路樹に再
整備

①②③ 計画に基づく整備
Ａ（十分効果的に実
施）

公園のリ・デザインについて、２地区で地域住民と
ワークショップを実施

25 建設部 公園緑地課

基本目標Ⅲ　こど
もが安心して暮ら
し、育つことができ
る環境づくり

Ⅲ（２）子どもと子
育て家庭にやさし
いまちづくり

126
〇“タナクロ”での交
流イベントの開催

〇「京田辺クロスパーク（タナクロ）」を活
用した市民が“緑”と“農”に触れ合う交
流イベントの開催

①②③
イベント開催（公園緑

地課と要調整）
Ａ（十分効果的に実
施）

ビニールハウスでの農体験や、５歳児健診対象の
こどもへ農体験をプレゼントするイベントを実施(タ
ナベジ)

Ｒ７

Ａ（十分効果的に実施） 6 Ａ（十分効果的に実施）

Ｂ（概ね効果的に実施） 16 Ｂ（概ね効果的に実施）

Ｃ（内容の見直しが必要） 1 Ｃ（内容の見直しが必要）

Ｄ（施策の検討が必要） 0 Ｄ（施策の検討が必要）

Ｅ（未実施） 0 Ｅ（未実施）

Ｆ（次年度以降に実施予定） 2 Ｆ（次年度以降に実施予定）
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